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北法面  
 
 
 

この部分の 
レベル低い 

東法面 

塊上面 GL－約 2.1m 
厚さ約 40cm 

この部分を割り
分析試料採取 

木杭 

北側は周囲の手掘により
端面が露出。 
南に向かって傾斜し
に沈み込んでおり南
は視認できず。 

周囲手掘り時白いチューブと 
白いプラキャップ回収 

西法面  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

紅茶飲料缶回収 
 
 

 

土中
端面

緩やかに上がり、東側 
法面より先に続く 

GL-2.5m付近
まで掘削 

  

トレンチ中心 削部 
２ｍ×２  

GL-2.5m付近
まで掘削 

  

Ｔ５（ＧＬ‐2.0～－2.5ｍ）大塊物の概略図 
掘
ｍ



 

 



  

 
 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 

 


